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伊豆半島ジオパークのESDは地域
の意識変化に役立つのか
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伊豆半島ジオパーク推進協議会
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ジオパークというプログラム

「ユネスコ世界ジオパーク」は、地層、地形、火山、断層など、地質学的な遺産
を保護し、研究に活用するとともに、自然と人間とのかかわりを理解する場所と
して整備し、科学教育や防災教育の場とするほか、新たな観光資源として地域の
振興に生かすことを目的とした事業。 （文部科学省）

ユネスコ世界ジオパーク 41ヶ国 147地域 日本ジオパーク 44地域（うち9地域が世界ジオパーク）

地球をシステムとしてとらえ、持
続可能な地球と地域社会を考える。

自然と人のかかわりを知ることで、
「地域ならでは」を可視化すると
ともに、守るべきものごと、気を
つけるべきものごとを知る
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伊豆半島ユネスコ世界ジオパーク

南の海で生まれた火山島がフィリピン海プレートのうごきとともに北上、日本列
島に衝突してできた半島。現在進行形の衝突は多様な地形と環境を作り出し、小
さな半島の中に多様な生物・文化多様性を形作る。長く続く火山活動が作り出す
温泉も魅力。

運営主体は伊豆半島周辺の15市町、観光関

連団体、商工団体、交通事業者、建設関連、
金融機関、ガイド団体等からなる協議会

構成市町村数：15
面積：1,585㎢
総人口：669,585人

推計人口：567,970人（2030年） 85%

456,413人（2045年） 68%
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学校教育

身近にある自然や産業、文化のつながりを探して「まちのステキ」を見直す
地域の文化、歴史、産業、特産品、動植物、地形、地質、災害 などをつなぐ視点
を持ってもらいたい。

毎日登下校の途中で
見ているものから

講義や実験・観察を
通じて

現地で確かめたり

新たな疑問にぶつ
かったり

アウトプットの例
自然は心地よい環境や観光資源を提供する一
方、自然災害の原因でもある。
どのようにバランスをとって暮らしていくか。
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学校教育

小学校

中学校

高校・大学

自然と人の暮らしのつ
ながりに関する気づき

課題の発見。課題解決
へのアイディア出し

課題解決のための技術
開発・行動

→地域社会との連携・協働

静岡県立韮山高校
世界的な問題になっている海洋ゴミ

その中でも気がつきにくいマイクロプラスチック
に着目。

海と川の両方でサンプリングし、伊豆半島のまわ
りのマイクロプラスチックはどこから来るのか、
どういうものが多いかを調べる。まずは現状を知
らないと、何ができるのかわからない

採水にあたっては、ダイビング
ショップや漁協などから多くの
協力をいただいている。

つながりへの気づきから、その中から見
える課題の発見、解決のための行動へ。
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学校教育から地域の活動へ

学びの成果をリーフレットやポスター、ツアーなどの形でアウトプット。

リーフレットは修学旅
行先で配布しアンケー
トも実施、また地元観
光施設などでも配布。

小学生が案内するツ
アーの募集には地元交
通事業者も協力

対島中学校（伊東市） 富戸小学校（伊東市）

学校での学びと地域の
企業などが少しずつつ
ながり始めた。
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ふじのくにの女将あけぼの会

ジオパークの活動や
ユネスコスクール
（天城中学校）の活
動などもきっかけに
なり、宿のおかみさ
んたちが集まり、学
習会やフィールド
ワークを通じてリー
フレットを制作。
・地産地消
・自然災害への備え
・プラゴミ削減
・フードロス削減

リーフレット「駿河湾をひもとこう」
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活動のすそ野を広げていくには

よりよい取り組みへ発展していくためにはすそ野を広げることが大切。多くの
人々が少しずつでも良いので動くことで、良い活動が生まれてくる。

• 学校教育については、担い手不足が課題

• 学校での活動などを通じて興味を持った企業や団体、個人等が少しずつ活
動を進めてくださっている。

• 実は教育以外は「事業」としては行っておらず、自発的に参加してくれる
人や団体との連携を重視。

• 活動に興味を持つ団体や個人はもともと自然や文化に興味を持った層
• なかなか地域全体のうごきにはならない。

• 地域の経済活動（伊豆の場合は観光）に寄与できるような見せ方を
• 取り組みに参加することが「お得」になるような仕組みづくりが必要


